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避難場所A
、   指定避難場所
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   各町丁目の避難場所は、地区割計画に定められている指定避難場所とし、経由地区内を経由し
  てなるべく短い距離で避難する。
  b）圏域独立
   避難行動は圏域ごとに独立している。すなわち、ある圏域内の避難行動は他の圏域の避難行動
  に影響は与えないこととする。
  c）避難開始時間一斉
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         図3．2．7t→∠1tにおける地区jから地区iへの移動人数
したがって、時間’における地区ノの人数は、
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〔麟一一欝町丁目ノ内の群集速度〕
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S2， ＝ BN， ×30（．，，et） （3．2．13）i6）
（BN］：地震動による倒壊件数、 i：町丁目）
 町丁目別木造建物倒壊数は、地表最大速度PGV（Peak Grol皿d Velocity）を関数とする建物被害関
数PR（PG V（k）， Z，， ｛S ii）と木造建物存在ta Niとの積で以下のようにあらわされる。
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地盤分類 ん 増幅率 α殉 地盤分類 ん 増幅率 α殉
山地丘陵 1．2 沖積面1 15
台地1 1．6 沖積面2 2．3
台地2 2．5 沖積面3 2．6
谷底低地1 2．9 沖積面4 2．9




























液状化の可能立大  （kl） 18％





































































No． 分類 地形・地質の特徴 地震動及び地震被害に対する特徴
沖積低地等における地震基盤に相当する地層が地表
付近に存在するため、他の地盤分類に比べると地震動








3 台地2 一ム層をのせる台地（山の あり、台地の中では相対的に被害が発生しやすいと想
手台地の東縁にあたる） 定される。
台地を刻む谷が沖積低地へと流下する出口にあたり、















軟弱な堆積層の厚さが10m8 沖積低地3 比べると地盤の固有周期は相対的に長く、地震動によ以上25m未満 る被害も発生しやすいと想定される
この分類の中で、2番目に軟弱層が厚い地域である。
軟弱な堆積層の厚さが25m9 沖積低地4 したがって、地盤の固有周期は、相対的に長い傾向が以上40m未満 あり、地震動による被害が発生しやすい
古東京川の谷底にあたり、軟弱な層が厚く堆積してい








   轡新芋繊窪
纐■臓 沖壕難壕1
灘嚢紳穫蟹．地2



























地区名 人ロ（人） 避難道路面積（m2） 地区内避難経路長（m）
地区1 500 450 500
地区2 800 500 200
地区3 1000 400 100
地区4 900 400 400
地区5 500 450 200
地区2 地区4 地区5
地区1 地区3
馬     「    雪
??齒梶
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① 1547 71701．5 21．6 319 9 2384
② 1061 51566．2 12．9 245 6 3768
③ 2817 128942ll．8 264 15 1905
④ 2112 92809．5 14．8 283 11 3687
⑤ 1314 88111．3 20．3 308 16 2581
⑥ 2101 10090417．7 268 12 1456
⑦ 1673 81196．7 13．4 293 15 2047
⑧ 1225 79884．3 9．8 260 10 4571
⑨ 978 51381．2 12．6 252 6 6934
⑩ 1640 64466．2 13．0 137 4 2591
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 図3．4．11 滞留人数の時間変化（Case 1）
        ①  ：地区番号
     く←■■■■：変更しない避難経路
     くト■■■■二変更した避難経路
変更後の避難経路図
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江東区 ・  1リージョン 大字町丁目境界






地震名 地震の形態 マグニチュード 死者数 発生年
元禄地震3） プレート境界型 M7．9～M8．2 10，000人以上1703年
安政大地震4） 直下型 M6．9 7，000人以上 1855年
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 図4．2．2 江東区の面積の推移6）





       主な公園緑地





   （1804－1876年）7）
図426 明治中期～大正中期
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   図4．2．11 町丁目数と人ロ密度
  新大橋二丁目新癩「デ目1
新大橋三丁目7組＝舞観
      常聾「丁ゴ
        常盤二す目
   鷹rl墾1㌻薯割
信・麟1奮轟黙
 自G麟嘘．、簾
．永代一丁目  ．： 一．          冬木
   永代：二丁弓






          東陽七丁目     東陽六丁目
木場三丁目．
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    （人／km2）
Z 46，000－51，000 （3）
D 41，000－46，000 （1）
E：］ 36 ，OOO 一 41 ，OOO （3）
Z 31 ，OOO 一 36，000 （4）
tw 26，000 一 31 ，OOO （8）
ss 21 ，OOO 一 26，000 （1 5）
pa 16，000 一 21 ，OOO （1 7）
ee 11 ，OOO 一 16，000 （1 4）
es 6，000－11，000 （3）
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［コ 31poo－36，000  （0）
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写真4．3．1 キティ台風による   写真4．3．2 昭和33年台風11号で浸水した
      被害15）             亀戸駅前16）


























面積km2 約9．075 約3．900 約4．200 17，175
世帯数 約59，200 約20，000 約24．200 103，400











面積km2 約9．075 約3．900 約12．975




























面積km2 約9．08 約3．90 約4．20 17．18
世帯数 約59，200 約20，000 約24，200 103，400

























昭和561022台風 4号 221 60 1365 99
昭和61 8 4台風10号 217 2 20 8
昭和63 811集中豪雨 186 0 2 11道路陥没1
平成5 621集中豪雨 40．5 5 24 23
平成5 826台風1口耳 224 9 70 72倒木8本
平成8 922台風17号 220．5 0 2 12倒木56本
平成ll 829集中豪雨 825 0 20 9











源 トラフ上 （関 災と同程 ）
規模 M79想定する地震の規模 震源の深さ
源 （石 面 ）











源 トラフ上 （ 地震の再 ）
想定する地震の規模 模 M7，9震源の深さ
源域（岩   面 ）
、の  ，風 6m／s





       木’
囃z物被害理数RC造














塗 泉 区。 下 （フィリ ン レート 面に沿っ レート 界型 ）
想定する地震の規模 M7．2源の深さ 地下20～30km
源 （石 面 ） 40kmX20km程エ
の平日 6 ，  6m／s





     、
S壊棟数RC造
@   S造
1，742
R79棟
T97棟建築物被害棟数     木造
ｼ壊棟数RC造
















源 泉 区口 下 （フィリピン レート上面に沿っ レート 」 ）
規模 M7．2想定する地震の規模 震源の深さ 地下20～30km
震源域（ 面 ） 40km×20km程又
一   ・ 、の’日  6 ，          ， 6m／s
タ の  人ロ 476，981人
間人ロ 365，604人
人ロ等 昼間人ロ 419β34人
















焼失面積    2Q．63km







































   i  災害が傭化した  1
   ：．＿一．．；、＿一一一後、避難所に再度．＿．．ρ＿＿．：
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  一統言詞課、 2003
9）江東区資料
10）東京都区市町村別人口の予測、平成14年3，月、東京都統計局、2002、
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  O  ポイント
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 現況＝避難圏域     ．
  →→ ライン     ．
 現況二避難経路     L
       ライン     ’
 町丁目重心       1                  旨
   O  ポイント    1
                  1
   現況＝夜間人ロ密度
      （人／km2）     l                  l
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     （min）
  纒 45－58  （0）
  翻 42－45  （1）
1    薩 39－42  （0）
：  騒36－39      （1）…    懸 33－36  （1）
1  騨30－33       （0）1    塵蜀 27－30  （1）
  騨 24－27  （0）
  麗董 21－24  （0）
  鰹18－21 （0）
  騨 15－18  （2）
i騒 ’1＝ll巳l
l    騨  6－  9  （12）
1  闘 3－ 6 （22）
  騒  0－  3  （23）
 等時間線（現況：木場：昼）
      ライン
i等時間線（現況：清澄：昼）
i   ライン
 等時間線（現況：商船：昼）
      ライン
 避難圏域（現況）
1←ラインi避難場所（現況）



























O 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48
             経路危険量（min．）
      図5．1．4 町丁目度数と経路危険量の関係（現況：昼間）
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 100 、              liiマニマ啄
鞭1「二二1二IIIII一扇橋二丁・
 10 ．               I          I
  o               l一白河二丁目1
  。 2。 4。 6。L＿一．．1
      時間（mln．）
図5．1．5 群集速度の変化（現況：昼間）（1）
  10000    一海辺二
§・……一一一一一一一一一一一．…一扇橋二丁目
US 6。。。一一一一一一一一一一一一1一扇橋三丁目
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             1一三好二T目：樫  ；
 旧 6000 1一一一一一一一一一一一一一一．曝礪一白河二T目．
re2 4000 t 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一l
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   量の85％タイル値（14．3（min．））は昼間経路危険量のそれ（9．60（min．））に比べ49％大きい（図
   5． 1・ 12）o
 ・等時間線をみると、昼間に比べて夜間のほうが避難場所側ヘシフトし、さらに線間隔も密であ
   ることから、町丁目避難場所間の距離が経路危険量に与える影響は、夜間のほうがより大きい
   ことがわかる（図5．1．11）。
 ・ 昼間経路危険量の大きい「扇橋3丁目」、「海辺」、「白河二丁目」、「三好二丁目」、「森下二丁目」、
   「高橋」、「森下三丁目」では、夜間経路危険量の増加量も大きい（図5．1．3、図5．1．11）。
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   1）が、「清澄庭園」では避難開始後13（min．）で避難者密度が1．0（人／㎡）を超えるように群集
   密度増加率が高い。また、「木場公園一帯」、「東京商船大学一帯」と比較しても、「清澄庭園」
   に集まる避難者が非常に多い。「清澄庭園」では、避難場所の収容面積に対して短時間に多くの
   人が殺到する実態が得られる（図5．1．13）。
 ・避難場所3箇所についてCI値をみると、現況では昼間1．74×10－1（人2／㎡）、夜間8．87・IO’2（人
   2／㎡）であり、避難場所相互の密度のばらつきが見られる（図5．1．15）。
 ・ 「東京商船大学一帯」は他の二つに比べ避難者密度が大幅に低く、容量に余裕がある（図
   5． lt 15）o
 ・ ケーススタディ地区では夜間人口が昼間人口を概ね下回るため、避難者密度は夜間のほうが小
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図5．1．15 避難者密度の比較






























   密度が東京都防災計画で定める1．0（人／m2）1）を上回るから、「清澄庭園」に集合する避難者を
   「木場公園一帯」あるいは「東京商船大学一帯」に振り分ける必要があり、その際なるべく避
   難者密度の余裕が大きい「東京商船大学一帯」へ多くの避難者を振り分ける必要がある。
 ・ 「扇橋三丁目」の避難者は、途中経由する「海辺」での群集速度が低いために、経路危険量が
   大きくなっていると考えられることから、「扇橋三丁目」の避難者は「海辺」を避ける経路を指
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図5．2．12 町丁目数と経路危険量の関係（夜間）
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  ・ 全体的に昼間よりも夜間のほうが経路危険量は大きく、85％タイル値の比較でも夜間経路危険
   量の85％タイル値（15．3（min。））は昼間経路危険量のそれ（10．7（min．））に比べ43％大きい（図
   5． 2・ 16）o
  ・等時間線をみると、昼間に比べて夜間のほうが避難場所側ヘシフトし、さらに線間隔も密であ
   ることから、町丁目～避難場所間の距離が経路危険量に与える影響は、夜間のほうがより大き
   いことがわかる（図5．2．15）。
  ・ 昼間経路危険量の大きい「白河二丁目」、「扇橋二丁目」、「扇橋三丁目」、「海辺」、「三好二丁目」、
   「森下一丁目」、「常盤二丁目」、「森下二丁目」、「高橋」、「森下三丁目」では、夜間経路危険量
   の増加量も大きい（図5．2．4、図5．2．15）。
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  ・ 「清澄庭園」への避難者を「木場公園一帯」、「東京商船大学一帯」に振り分けたことで、「清澄
   庭園」に集まる避難者が減り、昼間夜間ともに東京都防災計画の定める避難者密度の目標値1．0
   （人／㎡）を下回るようになった（図5．2． 17、図5．2．18）。
  ・CI値を比較すると、代替案1では昼間5．6×10’2（人2／m4）、夜間3．8×IO’2（人2／m4）となり、
   現況（昼間1．74x10’1（人2／㎡）、夜間8．87xlO’2（人2／㎡））と比較してキャパシティ・アンバラ
   ンスが改善された。特に「木場公園一帯」と「東京商船大学一帯」の避難者密度はほぼ等しくな
   つた（図5．2．16）。
  ・代替案1における「東京商船大学一帯」の避難者密度（昼間）は現況と比べて0．12（人／㎡）増
   えたに過ぎないが、「清澄庭園」の避難者密度は現況と比べ0．25（人／㎡）減少するなど大幅な
   改善を得た（図5．2．19）。
以上より、代替案1によって現況における避難場所容量の課題に関しては改善をすることができた。
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図5．2．44 町丁麗麗と経路危険量の関係（代替案3：昼間）
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    図5．2．49 町T目数と経路危険量の関係（代替案3＝夜間）
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    図5．2．63 町丁目数と経路危険量の関係（代替案4：昼間）
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    図5．2． 68 町丁目数と経路危険量の関係（代替案4＝夜間）
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”’j （finR＝fbpen（irTfileR ， ””r””））T＝NULD ｛”
     ”prinUK””入力道路率ファイルをオープンできません￥n””）；”
     exit（1）；
｝
”K （finl＝fopen（infilel ， ””r””））＝NULL） ｛”
     ”prinUt””入力路線長ファイルをオープンできません￥バ”）；”
     exKl）；
｝
”ut （finnode＝fopen（irvfilenode ， ””r””））＝NULL）｛”
     ”prinut””入力ノード通過経路ファイルをオープンできません￥n””）；”
     ex秘（1）；
｝
fbr（jニ0；」くz；j＋→一）［
     ”1もcar繍くfinP，””％d””．＆P［t］田）；”
｝
fclose（finP）；
foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
     ”fScani（伽SO，””％f””，＆SO田）；”
｝
fclose（finSO）；
fdr（j ＝ O ；j 〈z ；j’H’X
     ”fsoanf（ finR ， ””％f’” ， ＆r｛］］ ）；”
     di］ ＝ di］＊O．Ol ；
｝
fclose（finru；
fct〈j ＝ o ；j 〈z ；j－H－X
     ”fscarrf（ finl ， ””％（’” ， Nli］ ）；”
     K 1fi］ ＝OX
           l田＝O．OOOI；
     ｝
｝
fclose（finl）；
foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
     foK i＝o；i〈z；i一一X
           ”fscanK finnocle ， ””％1d”” ， ＆nodefi］［i］ ）；”
     ｝




     f6r（j ＝ O ；jk ；j－X
           Sr恒k］田二r［i］＊SO田；
     ｝
｝
foKj＝o；j〈z；j－X






”K （finHB＝flopen（infileHB ，””rM’）） ＝： NULLX”
     ”prind（””入力避難場所判定をオープンできません￥n””）；”










”K （finUq．rfopen（inflletiq，””r””）） ＝ NULL＞［”
     ”prirrtf（””液状化による面積逓減ファイルをオープンできません￥n””）；”





















































































           exit（1）；
     ｝
     foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
           ”f3canK fin］q，””％f””，＆Sl匝）；”
     ｝
     fclose（finLiq）；
／＊延焼による面積逓減＊／
      ”prinUt””入力＝町丁目別延焼面積（1時間後）ファイル＝￥n…）；”
      ”scanK””％s”” ， ＆nfileSpr）；”
      ”ut （finSpr＝flopen（infileSpr，””i’”）） ＝ NULL）［”
           ”prinUt””町丁目別延焼面積（1時間後）ファイルをオープンできません￥n”＾γ
           exit（1）；
     ｝
     foKj＝0；jくz；j＋＋X
           ”fScanf（finSpr，””％f””，＆Spr｛コ）；”
     ｝
     fetose（finSpr）；
      ”printf〈””入力＝町丁目別出火件数ファイル＝￥n””）；”
      ”scarTf（””％s”” ， ＆rrfileFir）；”
      ”K （finFir＝fopen（irTfilefir，””r””）） ＝＝ NULI．X”
           ”prirrtf〈””町丁目別出火件数ファイルをオープンできません￥n””）；”
           exit（1）；
     ｝
     foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
           ”fもcanf（finFir，””％f””，＆Fir田）；”
     ｝
     fclose（finFir）；
／＊木造建物崩壊＊／
      ”printi〈””入力＝木造建物倒壊による面積逓減ファイル＝￥n””）；”
      ”scanK””％s”” ， ＆rTfileWoo）；”
      ”K （finWoorf， open（irvfiteWoo，””r””）） ＝ NULLX”
           ”prind〈…木造建物倒壊による面積逓減ファイルをオープンできません￥n’’”）；”
           exKl）；
     ｝
     foKj ＝ O ；j 〈z ；」一H－X
           ”偽can｛〈finWoo，””％f””，＆S3田）；”
     ｝
     fctose（finWoo）；
／＊基準速度の設定＊／
     VOm ＝ 90．0；
     von ＝ 60．o；
      ”printf〈””対象の時間帯は？￥n（昼＝1 or夜＝2）￥n””〉，S’
      ”scanK ””％d”” ， ＆k）；”
      lf （ k＝1X
           vo ＝ vom；
     ｝
     else Kk＝＝2X
           vo ＝ von；
     ｝
     else｛
           ”prirnt〈””入力が不正です．￥バ㌦”
     ｝
／＊ここから時間関数＊／
     dof
／＊延焼面積計算＊／
           foKj＝O；j〈z ；j－H－X
                 S2［t］ fi］ ＝ r［i］ ＊ （ Spr［i］ ＊ （1 ＋（t／60．0）） ＊ （1 ＋（t／60．0）） ） ＊ Fir［i］ ；
           ｝
／＊震災による、面積逓減＊／
           foKj＝0；jくz；j・H・X
                 srft］fi］ ＝ （ r［］］ ＊ som ） 一 （slm ＋ s2［t］fi］ ＋ s3fi］ ）；
                 継くSr｛至］田く0．0）l
                       S（t］li］ ＝ O．OOOI；
                       ”prirrtf（””地区％dで面積が0になりました。…．j）；”
                 ｝
           ｝
／＊群集密度の計算＊／
           fct〈j＝O；j〈z；j－H－X






















































































     den［t］li］ ＝ P［tlfil／（O．5＊Srft］li］）；
｝
foKj ＝ O ；j〈z ；j－X
     ”printf（ n”群集密度％Ptn’t”，den国〔皿）；”
｝
／＊群集密度から群集速度の計算＊／
           foKj＝O；j 〈z ；jHX
                距（den［〔】［fiく1．5        ）【
                      cFU〈［tlb］ ＝ 1，0；
                ｝
                else ’K den［tlM 〉＝ 1．5 ＆＆ den［t］li］ 〈 4．OX
                      cRk［t］li］ ＝ 1 ，42 ＋ （一1 ）＊den［t］b］，，eO28；
                ｝
                else鞭（den［ヒ］fi］〉＝4．0＆＆den［t］［」】＜6．0＞I
                      cRk囮田二〇7＋（一1）＊den田田＊0．1；
                ｝
                else ｛
                      cRk田田＝01；
                ｝
           ｝
           fbrO＝0；」＜z；j什M
                V田園＝cRk国田＊VO；
           ｝
           foKj ＝ O ；j〈z ；j－H’X
                ”printrl〈””鍍％帽￥n””，V匡】匝）；”
           ｝
／＊流入人ロによる、町丁目内存在人数の更新＊／
           for（i＝0；j〈z；j＋＋）【
                凝P［し］田くOIIV囮田く0，0111［i］〈O．OHP［し］田＞1000000＞【
                      ”prirvti（””error ％d￥n”” ， j ）；”
                      ”prirrtrf〈””％d ％f ％f￥n””，P［し］田，V［し］田，1［i］）；”
                      ”printf（””％d ％f ％f￥n””，P［t－1］田，V［t－1］［i］．1［i］）；”
                      exit（1）；
                ｝
                藷〈HB匝＝OX         ／＊避難場所でなかったら、人ロの流出が起きる＊／
                      VbL2国田＝V［t］li］／1fi］；
                      眠 Wbe［t］田〉ニ1．O X
                           VbR［t］fi］ ＝ 1 ．0；
                      ｝
                      P［t＋1］［1］＝（P［し］田）一（VbL2［1］田＊P［司［i］）＋0．5；
                ｝
                else田〔HB田＝1）［
                      P［t＋1］国＝P［t］li］；   ／＊避難場所だったら、人ロの流出が起きない＊／
                ｝
                K P［t＋1］li］〈＝5X   ／＊人口は、5以下の場合は0とする＊／
                      P［t＋1］fi］ ＝ O；
                ｝
                foK i＝ O；i 〈 z； i＋一X
                           物L囮［i］  ＝ V［t］［i】／1［i］；
                           if （ VbL［t］［i］ 〉＝ 1．0 X
                                 VbL［t］fi］ ＝ 1．0；
                           ｝
                           P［t＋1］fi］＝P［t ＋一1］li］ ＋ （VbL［t］［a＊P［tl［i］＊nodeli］［i］） ＋ O．5；
                ｝
           ｝
           foKj ＝O；j〈z ；jH－X
                ”printf（””更新人ロ％d￥nti”，P［t＋1］田）；”
           ｝
／函残留人口の合計＊／
＄umP ＝ O；





















































































      KHBIi］＝OX
           sumPニsumP＋P［t＋1］田；
      ｝
｝
”prinUt””残留人口％d￥nc＝％d，t：％d￥n””，sumP，（c＋1），（t＋1））；”
      t＝t＋1；
      c＝e＋1；
｝vvhile（ sumP 〉 O ＆＆ t 〈 1 19）；
”printf（ ””計算終了￥n￥a￥a￥a””）；”
／＊群集速度の出力＊／
      ”prirWt〈””出力速渡ファイル＝￥n””）；”
      ”scanK””％s”” ， ＆outfileV）；”
      ”K （foutVafopen（out fileV ， ”’｛wf’”））＝＝NULL．X”
            ”prinUt””出力速度ファイルがオープンできません￥n’’”）；”
            exit（1）；
      ｝
foK k＝O；k〈c；k－H－X
      ”fprintf（ foutV， ””t＃％d，”” ， （k＋1） ）；”
      foKj ＝O ；j 〈z ；j－H－X
            ”fprintf〈 foutV，””％f””，V闘田）；”
            而く（z－1）X
                 ”fprirTtf〈 foutV ・ ””・M’ ）；”
            ｝
      ｝
      ”fprintf〈 foutV ， ””￥n””）；”
｝
”forintf（ fbutV，””￥n使用ファイル￥n％s￥n％s￥n％s￥h％s￥h％s￥n％s￥h％s￥h％s￥h％s￥n％s￥n””，”
      ”in刊eP，irrfileSO，in臼leR，infilel，infilenode，”
      ”infileHB，in刊eLiq，in伍leSpr，irrfileFir，infileWoo）；”
felose（foutV）；
／＊滞留人数の出力＊／
      ”printi〈””出力群集ファイル＝￥n””）；”
      ”scarti〈””％s”” ， ＆outfileP）；”
      ”K （foutP＝fopen（outfileP ， ””w””））＝NULLX”
            ”printf（””出力群集ファイルがオープンできません￥n…）；”
            ex忙（1）；
      ｝
foK k＝O；k〈c；k－H－X
      ”forintf〈 fouti）， ””t＝％d，”” ， （k＋1） ）；”
      foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
            ”fprirrt f〈 foutP， ””％dM’ ， P［k］li］）；”
            Kj 〈 （z－1） X
                 ”fprirvtf〈 foutP ， ””，”” X”
           ｝
      ｝
      ”fprirvtf〈 fouti’ ， ””￥nM’）；”
｝
”fprintf（｛foutP，””￥n使用ファイル￥h％s￥n％s￥n％s￥h％s￥h％s￥h％s￥n％s￥n％s￥h％s￥n％s￥n””，”
      ”irvfileP ， irrfileSO ， irrfileR ， irrfilel ， infilenode ， ”
      ”in刊eHB，irrfileLiq，irrfileSpr，infileFir，in刊eWoo）；”
fctose（foutP）；
／＊群集密度の出力＊／
      ”pri rrt f〈 ” ’t出力群集密度ファイル＝￥n’’”）；”
      ”scanK””％s”” ， ＆outfileden）；”
      ”K （foutden＝fopen（outfileden ， ””w””））＝＝NUUD｛”
            ”prirrtf〈””出力群集密度ファイルがオープンできません￥h…）；”
            exit（1）；
      ｝
foK k＝O；k〈c；k一一X
      ”fprinti〈 fbut｛Sen， ””t 96d，M’，（k＋1） ）；”
      foKj ＝o ；j 〈z ；j－X
            ”fprintf〈 foutclen， ””％（’” ， den［k］fi］）；”
            Kj〈 （z－1）M
                 ”fprirrtf〈 foutden ， ””，”” ）；”
           ｝
      ｝
      ”fprirTt f〈 foutden ， ””￥n””）；”
｝
”fprintf（fbutden，””￥n使用ファイル￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％s￥n％S￥h””，”
      ”in刊eP，infileSO，infileR，infilel，infilenode，”
      ”infileHB ， irvfileliq ， irrfileSpr ， infileFir ， infileWoo＞”
fclose（foutden）；
／＊有効道路面積の出力＊／
      ”prirvti〈””出力道路面積ファイル＝￥n””）；”
      ”scanf〈””％s”” ， ＆outfileSr）；”























     ”prinut””出力道路面積ファイルがオープンできません￥n””）；”
     ex此（1）；
｝
foK k＝O；k〈c；k－H－X
     ”fprintf〈 foutSr，””t＝％d，”” ，（k＋1） ）；”
     ｛bKド0；」＜z泄X
           ”fprintf〈 foutSr ， ””％（”’ ， S（k］li］）；”
           Kj 〈 （z一一1） X
                ”fprintf〈 foutSr ， ””，tt” ）；”
           ｝
     ｝
     ”fprir忙tてfoutSr，””￥n””）；”
｝
”fPrintf（ fOutSr，…￥n使用ファイル￥h％s￥n％s￥h％s￥h％s￥n％s￥h％s￥n％s￥h％s￥h％Si￥n％s￥n””，”
     ”infileP ， infileSO ， irrfileR ， irrfitel ， infilenode ， ”
     ”irrfileHB ， irrfileliq ， irrfileSpr ， ；rrfileFir ， infileWoo）；”
fclose（foutSr）；
retum O；



















































     ln！，
     pt
     int
     float
     float
     float
阿LEnEchar
char
     t，j，k，i，z，c，m；
     node［150］［150］；
     ENDjouken；
V［1 20］［1 50］ ， 1［1 50］；




infileV［40］ ， infilel［40］ ， irvfilenode［40］；
outfileT［40］；
／＊エリア数入力＊／
     prinUK”エリア数を入力してください＝￥h”）；
     scarvf（”％d” ， ＆z）；
     prinUt”計算終了時刻を入力してください＝￥n”）；
     soarvf（”％d” ， ＆c）；
／＊データ読み込み＊／
     prirvti（”入力速度ファイル＝￥n”）；       ／＊速度ファイル＊／
     scanK”％s” ， ＆nfileV）；
     K （finV＝fbpen（infileV ， ”r”））＝NULL）｛
           printf（”入力速度ファイルをオープンできません￥n”）；
           ex弛（1＞，
     ｝
     foKj＝O；j 〈c ；j一’X
           foK i＝O；i〈z；i一一X
                fscarti〈 finV ， ”％f’ ， ＆VM［i］ ）；
           ｝
     ｝
     felose（finV）；
prinUt”入力路線長ファイル＝￥n”）；
scanK”％s” ， ＆nfilel）；

























































































      ex比（1）；
｝
foKj ＝O ；j 〈z ；j’H－X
     fscanK fint，”％（’ T＆田）；
｝
fclose（finl）；
prind〈”入カノード通過経路ファイル＝￥n”）；         ／＊ノードファイル＊／
scan管て”％s”，＆in側enode）；
K （finnode＝fopen（irvfilenode ， ”r”））±NU－X
      printf〈n入力ノード通過経路ファイルをオープンできません￥n”）；
      exMl）；
｝
foKj ＝ O ；j 〈z ；j－H－X
     foK i＝O；i〈z；i－H－X
           飴canf（finnode，”％ld”，＆node田［a）；




     ’；1〈aku［i］ ＝ O；
     t＝o；
      k＝i；
      Lkeisan ＝ t［i］；
           dof
                 prirvti（”V％d％d＝ ％f’ ， t ， k ，V［t］［kl）；
                 sa ＝ Lkeisan 一 V［t］［kl；
                 眠sa＞OX
                       Lkeisan ＝ Lkeisan 一 V［t］lk］；
                       ENDjouken ＝ 1 ；
                 ｝
／＊一分間で進んだ距離が、今進んでいるリンクの残り長より短ければ、＊／
／＊その分残り長を減ずる＊／
                 else K sa 〈＝ OX
                      Thosei ＝ Ll（eisan ／ V［t］［k］ ；
                      printf〈”￥nThosei＝％”n” ， Thosei）；
                       ENDjouken ＝ O；





     Ut nOde田回＝1X
           k ＝j；
     ｝
     ENDjouken＝ENDjouken ＋nodeli］［m］；
｝
                       K ENDjouken ＝ 1 X
                            Lkeisan ＝ 1［k］；
                            Lkeisan ＝ Lkeisan 一 （ V［t］ ［k］＊（1 一Thosei）＞
                            prini f〈”Lkeisan＝96”n” ， Lkeisan）；
                      ｝





K ENDjouken ＝ ： 1 X
     ’ll｛aku［i］ ＝ Tkaku［i］ ＋1 ．0；
｝
else KENDjoukeri ＝O X
     Tkaku［i］ ＝ Tkaku［i］ ＋ Thosei；
｝
else if（ENDjouken ！＝1 ＆＆ ENDjouken ！＝ OX
     prir dt（”エンド条件エラー￥n％d￥n”，ENDjouken）；
     ex弛（1）；
｝
t＝t＋1；

























     prirrtti〈”出力時間ファイル＝￥n”）；
     scanK”％s” ， ＆outfileT）；
     K （foutTffopen（outfi｝eT ， ”w”））＝NULLX
           prind〈”出力時閲ファイルがオープンできません￥n”）；
           exit（1）；
     ｝
｝
feK k＝O；k〈z； kH－X
     fprintf（｛fbutT，「’地区⇒ld∴（k＋1））；





infileV ， infilel ， irrfilenode）；
irTfileV ， irrfilei ， irrfilenode）；
付一8
